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第５学年

理科の目標

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い， と自然を愛する心情を問題解決の能力

育てるとともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方

を養う。

第５学年の目標

， ， ，(1) 物の溶け方 振り子の運動 電磁石の変化や働きをそれらにかかわる条件に目を向けながら調べ

見いだした問題を計画的に追究したりものづくりをしたりする活動を通して，物の変化の規則性に

ついての見方や考え方を養う。

条件，時間，水(2) 植物の発芽から結実までの過程，動物の発生や成長，流水の様子，天気の変化を

，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，生命量，自然災害などに目を向けながら調べ

を尊重する態度を育てるとともに，生命の連続性，流水の働き，気象現象の規則性についての見方

や考え方を養う。

・・・・ 各学年で重点を置いて育成すべき問題解決の能力ゴシック

下線 ・・・・・・ 学年で構築することが期待される科学的な見方や考え方

波下線 ・・・・・ ものづくり

点下線 ・・・・・ 生物を愛護する態度や生命を尊重する態度

内容の主な関連

既習の内容 第５学年の内容 上級学年の内容

エ ３年 風やゴムの働き (2) 振り子の運動 ６年 てこの規則性

ネ ｱ 振り子の運動 中１ 力と圧力

ル 中３ 運動の規則性

ギ ３年 磁石の性質 (3) 電流の働き ６年 電気の利用

３年 電気の通り道 ｱ 鉄心の磁化，極の変化 中２ 電流

ー

４年 電気の働き ｲ 電磁石の強さ 電流と磁界

３年 物と重さ (1) 物の溶け方 ６年 水溶液の性質

粒 ｱ 物が水に溶ける量の限度 中１ 水溶液

子 ｲ 物が水に溶ける量の変化 中１ 状態変化

ｳ 重さの保存

３年 昆虫と植物 (1) 植物の発芽，成長，結実 ６年 植物の養分と水の通り道

３年 身近な自然の観察 ｱ 種子の中の養分 ６年 生物と環境

生 ４年 季節と生物 ｲ 発芽の条件 中１ 植物の体のつくりと働き

ｳ 成長の条件 植物の仲間

ｴ 植物の受粉，結実 中３ 生物の成長と殖え方

命 ３年 昆虫と植物 (2) 動物の誕生 ６年 人の体のつくりと働き

３年 身近な自然の観察 ｱ 卵の中の成長 ６年 生物と環境

４年 人の体のつくりと運動 ｲ 水中の小さな生物 中２ 動物の体のつくりと働き

４年 季節と生物 ｳ 母体内の成長 生物と細胞

４年 天気の様子 (3) 流水の働き ６年 土地のつくりと変化

ｱ 流れる水の働き 中１ 地層の重なりと過去の様子

地 ｲ 川の上流・下流と川原の石

ｳ 雨の降り方と増水

３年 太陽と地面の様子 (4) 天気の変化 中２ 気象観測

球 ４年 天気の様子 ｱ 雲と天気の変化 天気の変化

ｲ 天気の変化の予想 日本の気象
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第５学年 Ａ(１)物の溶け方

学習指導要領 内容
物を水に溶かし，水の温度や量による溶け方の違いを調べ，物の溶け方の規則性についての考

えをもつことができるようにする。
ア 物が水に溶ける量には限度があること。

， 。 ， ，イ 物が水に溶ける量は水の温度や量 溶ける物によって違うこと また この性質を利用して
溶けている物を取り出すことができること。

ウ 物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらないこと。

１ 単元構造図（例）

《小３》
物と重さ

＜粒子の保存性＞
＜ 水の量 ＞ ＜物の溶解量＞ ＜ 水の温度 ＞

ア 一定の水量 一定の温度

溶け残りの存在と溶解量の限度

イ 溶かす物の違いによる溶解量の比較

水の増量 溶け残りの溶解 水溶液の加熱

水量の違いによる溶解量の比較

低温時の溶解量

高温時の溶解量

水の温度の違いによる溶解量の比較

水溶液の冷却

水溶液の加熱の継続
蒸発による水量の減少

物の再結晶

物の種類・水の量・温度と溶解量の関係

ウ 溶かす前の水の重さ 溶かす前の物の重さ

水溶液の重さ

溶解前後の重さの保存

《 》小６
水溶液の性質

《 》中１
水溶液

＜単元構造図＞の解説

本単元は，物の溶け方について興味・関心をもって追究する活動を通して，物が水に溶ける規
則性について条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，物の溶
け方の規則性についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。このこ
とを踏まえ，＜水の量＞と＜物の溶解量＞と＜水の温度＞の三つの視点で単元の構造を整理した。

物の溶解量は，溶媒である水の量と水の温度に関連がある。水の量又は水の温度の違いによる
溶解量の限度の違い，溶質ごとに水の量又は水の温度を変えた場合の溶解量の違いを比較し，これ
らの違いを利用したものとして再結晶を捉える。また，溶液と溶質・溶媒の質量を比較し，物を溶
かす前後で重さが変わらないことを捉える。

これにより，水の量及び水の温度の条件を変えることによる物の溶解量の変化などから，物の
溶け方の規則性についての考えをもつことができるようになる。
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２ 主な学習内容

ア 物が水に溶ける量の限度

・水の量を増やす際には，課題 例（ ） 物は水に限りなく溶けるのだろうか

水の温度を一定にするな

ど変える条件と変えない実験 ＜実験＞一定温度，一定量の水に物を少しずつ溶かしてみよう

条件を制御して実験を行結果 ・次第に物が溶け残る。

うようにする。・溶け残るまでに溶解した量は，物により違いがある。

・物が溶け残った水溶液に水を加えると，溶け残った物が溶ける。

考察 物が一定量の水に溶ける量には限度がある。

物が水に溶ける量には限度がある。身に付けさ

（用語） 溶ける量，溶ける限度せたい内容

イ 物が水に溶ける量の変化

・水の温度や溶かす物の違課題 例（ ） 物は温度や水の量を変えると溶ける量も変わるのだろうか

いによって，溶ける量の

違いが顕著に観察できる実験 ＜実験＞水の温度を一定にして ＜実験＞一定量の水を加熱して，

ように，水の温度によっ水の量を増やして物の溶ける 物の溶ける量の変化を調べよ

て溶ける量の変化が大き量の変化を調べよう う

い物と変化の小さい物を結果 ・水の量が増えると溶ける量も ・水の温度が上昇すると溶ける

。増える。 量も増える。 用いることが考えられる

・加熱によって分解しにく

く，安全性の高い物を扱実験 ＜実験＞水溶液の水を蒸発させ ＜実験＞高い温度で物を溶かし

うようにする。てみよう た水溶液を冷やしてみよう

・水の量を増やす際には，結果 ・溶けていた物が出てくる。 ・溶けていた物が出てくる。

水の温度を一定にするな

ど変える条件と変えない考察 水の量が増えると溶ける量も 水の温度が上昇すると溶ける

条件を制御して実験を行増える。また，水溶液の水を蒸 量も増える。その際，高い温度

うようにする。発させると溶けていた物が出て で物を溶かした水溶液を冷やす

くる。 と，溶けていた物が出てくる。

， 。 ，身に付けさ 物が水に溶ける量は水の温度や量 溶ける物によって違う また

この性質を利用して，溶けている物を取り出すことができる。せたい内容

（用語） 溶ける量，水の量，水の温度

発展 例 ＜実験＞大きなミョウバン結晶を作ってみよう（ ）

約60℃のミョウバン飽和水溶液に小さなミョウバン結晶をつる

してゆっくり冷やすと，溶けていたミョウバンが析出して，小さ

なミョウバン結晶が次第に大きくなる。
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ウ 重さの保存

・物を溶かす前と後でその課題 例（ ） 水に溶かして見えなくなった物は，なくなってしまったのだろう

重さは変わらないことにか

ついて，定量的な実験を

通してとらえられるよう実験 ＜実験＞水と物の合計の重さと，溶かした後の水溶液の重さを測定

。しよう にすることが考えられる

その際，図や絵などを用結果 ・溶かす前の物の重さに水を加えた全体の重さと，溶かした後の水

いて表現するなどして考溶液の重さは同じ。

察し，適切に説明できる

ようにすることが考えら考察 物を溶かす前と後でその重さは変わらない。

れる。

物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらない。身に付けさ

（用語） 溶かす物の重さ，水の重さ，水溶液の重させたい内容

＜指導上の留意点＞

・実験を行う際には，液量計やはかり，ろ過器具，加熱器具，温度計などの器具の適切な操作について安全に配慮するように指導

する。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

イ「食塩や砂糖を水に溶かすと物質が変化してしまうため，もとの食塩や砂糖に戻すことはできない 」。

→ 溶解食塩や砂糖の粒子は水溶液中でも変化せずに存在しているため，水溶液の水を蒸発させると溶けていた物質が

析出する。

ウ「食塩や砂糖を水に溶かすと透明になり見えなくなってしまうため，水と物の合計の重さに水の重さを加えた全体の重さ

より，溶かした後の水溶液の重さの方が軽くなる 」。

→ 溶解した食塩や砂糖の粒子は水溶液中でも変化せずに存在しているため，物を溶かす前と後でその重さは変わらな

い。
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第５学年 Ａ(２)振り子の運動

学習指導要領 内容

おもりを使い，おもりの重さや糸の長さなどを変えて振り子の動く様子を調べ，振り子の運動

の規則性についての考えをもつことができるようにする。

ア 糸につるしたおもりが１往復する時間は，おもりの重さなどによっては変わらないが，糸の

長さによって変わること。

１ 単元構造図（例）

《小３》

風やゴムの働き

＜エネルギーの見方＞

＜振り子の動く様子＞ ＜振り子の運動の規則性＞

ア おもりが１往復する時間の正しい測定方法の習得

おもりの１往復する時間の測定

（変える条件と変えない条件を制御して実験）

おもりの重さ 糸の長さ 振れ幅 その他

表やグラフを用いて実験結果を適切に処理

振り子の運動の規則性の理解

《小６》

てこの規則性

＜単元構造図＞の解説

本単元では，振り子の運動の規則性について興味・関心をもって追究する活動を通して，振り子

の運動の規則性について条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらについての理解を図

り，振り子の運動の規則性についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいで

ある。このことを踏まえ，＜振り子の動く様子＞と＜振り子の運動の規則性＞の二つの視点で単元

の構造を整理した。

＜振り子の動く様子＞で，おもりの速さや，おもりが１往復する時間について興味・関心をもた

せ，おもりが１往復する時間を正しく測定する方法を身に付けさせる。これにより，＜振り子の運

動の規則性＞で条件制御を行いながら，糸をつるしたおもりの１往復する時間の規則性を捉えるこ

とができる。
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２ 主な学習内容

ア 振り子の運動

・糸の長さや振れ幅を一定課題 例（ ） 糸につるしたおもりが１往復する時間は，何によって変わるだろ

にしておもりの重さを変うか

えるなど，変える条件と

変えない条件を制御して実験 ＜実験＞糸におもりをつるし，おもりの重さ，糸の長さ，振れ幅の

，中から１つだけ条件を変えて，おもりの１往復する時間を測定し 実験を行うことによって

，よう（その際，他の条件は変えない ）。 実験結果を適切に処理し

。結果 ・軽いおもりと重いおもりを比べると，時間は同じであった。 考察ができるようにする

・適切な振れ幅で実験を行・振れ幅が小さくても，大きくても時間は同じであった。

い，振れ幅が極端に大き・糸の長さが短い方が早かった。

くならないようにする。

・伸びの少ない糸を用い，考察 おもりの重さ 振れ幅を変えても１往復する時間は変わらないが， ，

糸の長さは糸をつるした糸の長さを短くすると早くなり，長くすると遅くなる。

位置からおもりの重心ま

。でであることに留意する

・測定については，実験を身に付けさ 糸につるしたおもりが１往復する時間は，おもりの重さなどに

複数回行い，その結果をせたい内容 よっては変わらないが，糸の長さによって変わる。

処理する際には，算数科（用語） おもりの重さ，糸の長さ，振れ幅，重心，

の学習と関連付けて適切１往復する時間

に処理するようにする。

・おもりを人の顔に向けて

振らないなど，事故防止発展 例 ＜実験＞糸につるしたおもりが１往復する時間と糸の長さの関係を（ ）

に配慮するように指導す調べよう

る。

・生活との関連として，振

， ，り子時計 メトロノーム

ブランコなどを取り上げ

る。

・振り子の運動の規則性を

活用したものづくりとし

ては，振り子の周期を変

えるという観点から，例

えば，簡易メトロノーム

などが考えられる。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア「おもりの重さや振れ幅によって，振り子が１往復する時間が変わってくると考える 」。

→ 振り子が１往復する時間は，糸の長さによって変わる。

「いきおいを付けておもりをはなせば，振り子が１往復する時間が短くなると考える 」。

→ 振り子が１往復する時間は，糸の長さによって変わる。
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第５学年 Ａ(３)電流の働き

学習指導要領 内容

電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化を調べ，電流の働きについての考えをもつこ

とができるようにする。

ア 電流の流れているコイルは，鉄心を磁化する働きがあり，電流の向きが変わると，電磁石の

極が変わること。

イ 電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わること。

１ 単元構造図（例）

《小３》 《小３》
磁石に引き付けられる 電気を通すつなぎ方
もの

電気を通す物
異極と同極

《小４》
乾電池の数とつなぎ方

光電池の働き

＜エネルギーの変換と保存＞
＜電流の働き＞ ＜電磁石の強さ＞

ア コイルに鉄心を入れて電流を流す 鉄心は磁石になる

電流の向きを変える 電磁石の極が変わる

イ 変える条件と変えない条件を制御して実験

乾電池のつなぎ方を 巻数を一定にして電流の

電磁石の強さに
変える 強さを変える

違いがでる導線の長さを同じに 電流を一定にして導線の
して巻数を変える 巻数を変える

《小６》
発電・蓄電

電気の変換

電流による発熱

電気の利用

＜単元構造図＞の解説

本単元では，電磁石の導線に電流を流し，電磁石の強さの変化について興味・関心をもって追究

する活動を通して，電流の働きについて条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらにつ

いての理解を図り，電流の働きについての見方や考え方をもつことができるようにすることがねら

いである。このことを踏まえ，＜電流の働き＞と＜電磁石の強さ＞の二つの視点で単元の構造を整

理した。

アで，コイルに電流が流れるとコイルが磁石になることや，乾電池の極を変えると電磁石の極が

変わることを捉えるようにし，電流の働きと，磁力，磁石の極との関係を捉えさせる。それに続い

て，イで，条件を制御して実験を行い，電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わる

ことを捉えるようにする。そうすることで，電磁石の強さの変化についての理解が深まる。
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２ 主な学習内容

ア 鉄心の磁化，極の変化

・乾電池のほかに充電式課題 例（ ） 電磁石には，どんな性質や働きがあるのだろうか
電池が考えられる。た

だし，単一の回路で違実験 ＜実験＞電磁石の性質や働きを調べよう（電流との関係，電流の向

う種類の電池が混在しきと電磁石の極）

ないように十分注意す結果 ・電流を流すと鉄心に鉄が付いた。また，電流を流すのを止めると

る。鉄心から鉄がはなれた。

・電磁石に電流を流すと，電磁石と方位磁針の極が引き合った。

・乾電池の向きを反対にすると，方位磁針の逆の極と引き合った。

考察 ・コイルに鉄心を入れて電流を流すと，鉄心は磁石になる。

・電磁石には，磁石と同じように，Ｎ極とＳ極がある。

・電流の向きを変えると，Ｎ極はＳ極になり，Ｓ極はＮ極になる。

・電流には磁力を発生させる働きがある。

電流の流れているコイルは，鉄心を磁化する働きがあり，電流の身に付けさ

向きが変わると，電磁石の極が変わる。せたい内容

（用語） 電流の向き，電磁石の極の向き

イ 電磁石の強さ

・電磁石の強さについて課題 例（ ） 電磁石の働きを強くするにはどうしたらよいだろうか
導線の巻数を一定にし

て電流の強さを変える実験 ＜実験＞電磁石の強さを大きくする方法を調べよう

など，変える条件と変結果 ・電流を強くすると，クリップ（鉄）の付く数が増えた。

えない条件を制御して・巻数を多くすると，クリップ（鉄）の付く数が増えた。
実験を行うことによっ

て，実験の結果を的確考察 巻数を一定にした場合，電流の強さが強いほど，電磁石の強さは

に処理し，考察するこ強い。また，電流の強さ，導線の長さを一定にした場合，巻数が多

とができるようにする｡いほど，電磁石の強さは強い。
・身の回りでは，様々な

電磁石が利用されてい

ることを生活と関連さ身に付けさ 電磁石の強さは，電流の強さや導線の巻数によって変わる。

せて取り上げたり，科せたい内容 （用語） 電流，巻数，電磁石の強さ
学館を利用して調べた

りする。

・電流の働きを利用した発展 例 ＜実験＞導線の太さと電磁石の働きの関係を調べよう（ ）

ものづくりとしては，条件をそろえて，できるだけ強い電磁石をつくってみよう
電磁石の強さを変える

という観点から，例え

ば，モーター，クレー

ンなどが考えられる。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア「導線は，磁石にすいつけられないから，磁石にはならない 」。

→ コイルに鉄心を入れて電流を流すと，鉄心は電磁石になる。

「磁石が鉄を引き付ける力をなくすことができない 」。

→ 電流を流すのを止めると，鉄心の磁力はほとんどなくなる。

「磁石は，Ｎ極とＳ極が決まっている。Ｎ極とＳ極を変えることはできない 」。

→ コイルを乾電池につないで，乾電池の極を変えると電磁石の極が変わる。

イ「強い磁石と弱い磁石ははじめから決まっている。磁石を強くしたり，弱くしたりはできない 」。

→ 乾電池を直列につないで電流の強さを変えると電磁石の強さが変わる。また，導線の長さを同じにして，巻数の

異なる二つの電磁石をつくり，一定の電流を流すと，電磁石の強さに違いがでる。
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第５学年 Ｂ(１)植物の発芽，成長，結実

学習指導要領 内容

植物を育て，植物の発芽，成長及び結実の様子を調べ，植物の発芽，成長及び結実とその条件

についての考えをもつことができるようにする。

ア 植物は，種子の中の養分を基にして発芽すること。

イ 植物の発芽には，水，空気及び温度が関係していること。

ウ 植物の成長には，日光や肥料などが関係していること。

エ 花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめしべの先に付くとめしべのもとが実になり，実

の中に種子ができること。

１ 単元構造図（例）

《小４》

季節と生物

＜生命の連続性＞

＜個体の成長＞ ＜条件＞

ア 種子 種子の中の養分（でんぷん）

イ 発芽 水，空気，温度

ウ 日光，肥料成長

エ 開花 花のつくり

おしべ めしべ がく 花びら

受粉 風，昆虫

結実

《 》小５

動物の誕生

《 》中３

生物の成長と殖え方

＜単元構造図＞の解説

この単元は，植物の発芽，成長及び結実の様子について興味・関心をもって追究する活動を通し

て，植物の発芽や成長，受粉と結実が関係していることについて条件を制御して調べる能力を育て

るとともに，それらについての理解を図り，生命を尊重する態度を育て，植物の発芽，成長及び結

実とその条件についての見方や考え方をもつことができるようにすることがねらいである。このこ

とを踏まえて，＜個体の成長＞と＜条件＞の二つの視点で単元の構造を整理した。

条件を制御しながら植物を育てる実験を通して，種子の発芽や植物体の成長にはいろいろな条件

が関係していることを捉えるようにする。また，花のつくりの観察や受粉の実験などを通して，結

実するには受粉が必要であることや，受粉には風や昆虫などがかかわっていることを捉えるように

する。これらの学習を通して，植物も環境とかかわって生きていることや植物と昆虫とのかかわり

について，理解を深めることができる。
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２ 主な学習内容

ア 種子の中の養分

・種子が大きく，観察しや課題 例（ ） 種子には発芽に必要な養分が入っているのだろうか

すいものを取り上げる。

・養分などの要因によって実験 ＜実験＞ヨウ素液を使って 発芽前後の種子の中の養分 でんぷん， （ ）

発芽や成長にかかわる環の存在を調べよう

境条件の制御が困難にな結果 ・発芽する前の種子は青紫色になる(ヨウ素でんぷん反応)。

ることがないようにする・発芽した種子はほとんど青紫色にはならない。

ため，養分の含まれてい

ない保水性のある基質を考察 種子の中の養分(でんぷん)を使って発芽する。

使用することが考えられ

る。

・種子が発芽するための養身に付けさ 植物は，種子の中の養分を基にして発芽する。

分についてはでんぷんをせたい内容 （用語） 発芽，養分，でんぷん，ヨウ素でんぷん反応

扱う。

・でんぷんの検出には希釈

したヨウ素液などの使用発展 例 ＜観察＞種子の断面をスライドガラスにこすり付け，顕微鏡ででん（ ）

が考えられる。ぷん粒を観察しよう

ヨウ素液を使って，でんぷんであることを確かめる。

イ 発芽の条件

・種子が大きく，観察しや課題 例（ ） 種子が発芽するためには，何が必要だろうか

すいものを取り上げる。

・養分などの要因によって実験 ＜実験＞発芽する ＜実験＞発芽する ＜実験＞発芽するた

発芽や成長にかかかわるために水が必要 ために空気が必 めに温度が関係す

環境条件の制御が困難になのか調べよう 要なのか調べよう るのか調べよう

なることがないようにす結果 ・水を与えると発 ・空気があるとき ・適当な温度のとき

るため，養分の含まれて芽した。 発芽した。 発芽した。

いない保水性のある基質・水を与えないと ・空気がないと発 ・温度が低いと発芽

を使用することが考えら発芽しなかった 芽しなかった。 しなかった。。

れる。

・発芽の条件と成長の条件考察 種子が発芽する 種子が発芽する 種子が発芽するた

について混同しやすいのためには水が必要 ためには空気が必 めには適当な温度が

で，発芽と成長の意味をである。 要である。 必要である。

観察，実験を通してとら

えるとともに，条件につ

いては，変える条件と変身に付けさ 植物の発芽には，水，空気及び温度が関係している。

えない条件を区別し，そせたい内容 （用語） 発芽，水，空気，適当な温度

の操作と関連付けてその

意味をとらえるようにす

る。

・発芽や成長の条件を考察

していく際には，予想や

仮説と照らし合わせなが

ら，観察，実験の条件や

結果を表に整理する活動

などを取り入れていくこ

とが考えられる。
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ウ 成長の条件

・生命尊重の立場から，成課題 例（ ） インゲンマメが大きく成長していくには，どんな条件が必要だろ

長との関係が確認できたうか

ところで実験を終了し，

花壇などに植え替えるな実験 ＜実験＞成長するには，日光や肥料が関係するのか調べてみよう

どして，実験に利用した結果 ・日光をよく当てたインゲンマメの葉は緑色で，日光を当てない葉

植物を枯らさないようには黄色っぽくなる。

。・肥料を与えたインゲンマメは与えないものと比べて，丈夫に大き 配慮することが望ましい

・養分などの要因によってく成長する。

発芽や成長にかかわる環

境条件の制御が困難にな考察 ・植物は日光に当てるとよく育つ。

ることがないようにする・植物に肥料を与えるとよく育つ。

ため，養分の含まれてい

ない保水性のある基質を

使用することが考えられ身に付けさ 植物の成長には，日光や肥料などが関係している。

る。せたい内容 （用語） 日光，肥料

・発芽の条件と成長の条件

について混同しやすいの

で，発芽と成長の意味を発展 例 ＜実験＞葉が黄色くなったインゲンマメの苗に日光を当てよう（ ）

観察，実験を通してとら日光にしばらく当てず，葉が黄色くなったインゲンマメの苗に

えるとともに，条件につ再び日光を当てる実験をする。

いては，変える条件と変数日後，黄色であった葉が緑色に変化し，元気な苗になってい

えない条件を区別し，そる。

の操作と関連付けてその＜実験＞ウキクサの成長を観察しよう

意味をとらえるようにすウキクサを水と培養液で育てる。日光を当てて育てるものと当

る。てずに育てるもの，培養液を加えず水だけで育てるものと培養液

・発芽や成長の条件を考察を加えて育てるものを用意し 葉状体の枚数や色の変化を調べる， 。

していく際には，予想や

仮説と照らし合わせなが

ら，観察，実験の条件や

結果を表に整理する活動

などを取り入れていくこ

とが考えられる。

エ 植物の受粉，結実

・受粉と結実の関係を調べ課題 例（ ） 花のつくりはどのようになっているのだろう

る実験を中心に扱い，花

のつくりについては，お観察 ＜観察＞ツルレイシやアサガオの花のつ ＜観察＞おしべの先端

しべ，めしべ，がく及びくりを観察しよう にある粉を顕微鏡で

花びらの存在を確かめる観察しよう

ようにする。結果 ・おしべやめしべ 花びらやがくがある ・おしべの先について， 。

・受粉と結実の関係を調べ・めしべのもとがふくらんでいる。 いる粉のような物は

るためには，おばな，め・おしべの先端に粉がついている。 いろいろな形をして

ばなのある植物を扱うこ・ツルレイシにはおしべのあるおばなと いる。，

とが考えられる。めしべのあるめばなとがある。

・花粉の観察においては，

，考察 花には，おしべやめしべ，花びらやが おしべの先について 顕微鏡を適切に操作して

花粉の特徴をとらえるこくがある。また，おばなとめばながある いる粉のような物は花

とが考えられる。植物もある。 粉である。
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受粉した花と受粉していない花とでは，その後にどのような違い課題 例（ ）

があるのだろうか

＜実験＞受粉した花と受粉していない ＜調査＞花粉は何によって実験･調査

花の変化の違いを調べよう 運ばれるのか調べよう

結果 ・受粉するとめしべのもとの部分がさ ・自然の中では，風や昆虫

らにふくらんで実になり，中に種子 などによって花粉が運ば

ができる。 れる。

・受粉していないとめしべのもとは膨

くらまず枯れる。

考察 ・実ができるには受粉することが必要である。

・自然の中では，風や昆虫などによって花粉が運ばれる。

花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめしべの先に付くとめ身に付けさ

しべのもとが実になり，実の中に種子ができる。せたい内容

（ ） ， ， ， ， ， ， ，用語 おしべ めしべ がく 花びら おばな めばな 花粉

受粉，実，種子

発展 例 ＜実験＞子房を割ってみよう（ ）

受粉後に膨らみつつあるいくつかの子房を，日をずらしながら

一つずつ割る。種子の成長の様子を見ることができ，種子への変

化を体感できる。

＜実験＞咲いている花とつぼみの花の，やくの違いを観察しよう

咲いている花のやくの様子から，花粉の状態を観察できる。

やくの形の違いやめしべの柱頭についても形が違うことが観察

できる。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア「発芽には肥料が必要だ 」。

→ 種子内には，発芽した植物が自らでんぷんを生産できるまでの養分が種子の中に蓄えられている。そのため，発芽

条件が整うと自分の養分だけで発芽できる。

イ「植物は，あたたかくなれば発芽する 」。

→ 種子が発芽するためには，温度，水，空気の３つの条件が必要である。

「植物の発芽には，土が必要である 」。

→ 必ずしも土は必要ではない。水を含んだ脱脂綿などでも発芽する。

ウ「植物は，日光が当たらないと成長しない 」。

→ 日光が当たると植物は丈夫に大きく育つことができる。大きくはならないが日の当たらないところでも生育する植

物はある。

エ「すべての植物の花には，おしべもめしべもある 」。

→ ツルレイシやヘチマなどは，おばなとめばなに分かれ，おばなにおしべ，めばなにめしべがある。

「すべての植物の花粉は，風や昆虫などによって運ばれ，受粉する 」。

→ 他の花の花粉が受粉しない場合は，自分の花の花粉で受粉するものも多い。
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第５学年 Ｂ(２)動物の誕生

学習指導要領 内容

魚を育てたり人の発生についての資料を活用したりして，卵の変化の様子や水中の小さな生物

を調べ，動物の発生や成長についての考えをもつことができるようにする。

ア 魚には雌雄があり，生まれた卵は日がたつにつれて中の様子が変化してかえること。

イ 魚は，水中の小さな生物を食べ物にして生きていること。

ウ 人は，母体内で成長して生まれること。

１ 単元構造図（例）

《小３》

昆虫の成長と体のつくり

《小４》

《小５》動物の活動と季節

種子の中の養分

＜生命の連続性＞

＜発生と成長＞ ＜養分＞

水中ア

受精 卵の中の養分おす 卵 魚の子どもの発生

めす

ふ化

イ 水中の小さな生物

成長

母体内ウ

受精 胎児の成長 へその緒 母体男 卵

女

《小６》

《中３》人の体のつくりと働き

生物の成長と殖え方

＜単元構造図＞の解説

この単元は，動物の発生や成長について興味・関心をもって追究する活動を通して，動物の発生

や成長について推論しながら追究する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，生命

を尊重する態度を育て，動物の発生や成長についての見方や考え方をもつことができるようにする

ことがねらいである。このことを踏まえて，＜発生と成長＞と＜養分＞の二つの視点で単元の構造

を整理した。

魚の飼育や受精卵の発生の観察，人の受精卵の成長に関する調べ学習などを通して，魚にも雌雄

， 。 ，の違いがあり 魚も人も受精卵が少しずつ変化して体ができていくことを捉えるようにする また

， 。魚と人では それぞれの発生や成長の過程で必要とする養分に違いがあることを捉えるようにする

これらの学習を通して，発生や成長の過程と養分の取り方を関係付けられるようになる。
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２ 主な学習内容

ア 卵の中の成長

メダカを育て，観察しよう課題 例（ ）

観察 ＜観察＞メダカの体を観察しよう

結果 ・しりびれの形が２種類ある。

幅が広く平行四辺形をしているものと，後ろの方が短くて台形

のようになっているもの。

・背びれの形が２種類ある。

切れ込みがあるものと，ないもの。

考察 ・しりびれの幅が広く平行四辺形のようになっているのがおすで，

後ろの方が短くて台形のようになっているのがめす。

・おすの背びれには切れ込みがあるが，めすにはない。

魚には雌雄がある。身に付けさ

（用語） おす，めす，しりびれ，背びれせたい内容

・内部の変化の様子をと課題 例（ ） 子どものメダカは，卵の中でどのように育っていくのだろうか
らえやすい魚の卵が適

しており，これらを顕観察 ＜観察＞メダカの卵の変化の様子を継続して観察しよう

微鏡などを用いて観察結果 ・日がたつにつれ 卵の中の様子が変化し 目や心臓ができていく， ， 。

していくようにする。・卵の中では，何も食べない。

・魚の卵の中の変化を観・10日程度で，卵からかえった。かえったメダカのおなかには大き

察する際に，顕微鏡なな袋がある。
どの観察器具を適切に

操作できるように指導考察 ・卵の中で少しずつメダカの体ができてくる。やがて卵の膜を破っ

する。て，かえる。

・卵と精子が受精に至る・卵の中には養分があり，卵の中ではメダカの子どもはその養分を

過程については取り扱使って育っていく。

わないものとする。・子どもはおなかの袋の中の養分で育つ。

生まれた卵は日がたつにつれて中の様子が変化してかえる。身に付けさ

（用語） 卵，精子，受精，受精卵，ふ化，養分せたい内容

発展 例 ＜実験＞メダカを飼育して，世代をつなごう（ ）

メダカの産卵には水温だけでなく日照時間も関係しており，

水温を25～30℃，蛍光灯などを使用し明期を約14時間，暗期を

約10時間に調整すると年間を通じて産卵させることができる。

たくさんの卵を採取することができると，一人に一つの卵で

観察ができる。
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イ 水中の小さな生物

・肉眼では観察が困難な課題 例（ ） メダカは何を食べているのだろうか
小さな生物も対象とし

ているので，顕微鏡な観察 ＜観察＞メダカがつついていた水草や砂利の表面をこすり落とし，

，顕微鏡で観察しよう どを使って観察したり

図鑑などで調べたりす結果 ・肉眼では見えないほど小さな生き物がいる。

るようにする。・緑色をしている生き物がいる。

・水中の小さな生物を観・動いている生き物がいる。
察する際に，顕微鏡な

どの観察器具を適切に考察 水の中には小さな生物がいて，メダカはそれらの生物を食べて生

操作できるよう指導すきている。
る。

魚は，水中の小さな生物を食べ物にして生きている。身に付けさ

（用語） 水中の小さな生物，食べ物せたい内容

発展 例 ＜実験＞水田に生息する微生物を観察しよう（ ）

水田に水が入る前に，稲株ごと土を採取しておく。大きめの

ペトリ皿などに水と少量の土，米粒を２～３粒入れ，直射日光

の当たらない明るい場所に放置する。１～２週間で様々な微生

物が出現してくる。

ウ 母体内の成長

・母体内の成長を直接観課題 例（ ） 赤ちゃんは，母親のおなかの中でどのように育つのだろうか
察することが困難なの

で，映像や模型，その調査 ＜調査＞母親のおなかの中での子どもの育ち方を，資料を基にして

他の資料を活用して調調べよう

べるようにする。結果 ・胎児は，受精から約38週間，子宮の中で育てられる。

・母体内での成長につい・子宮の中には羊水があり，胎児は浮いた状態になっている。

ては，直接観察するこ・胎児は，へその緒で母親の子宮の壁にあるたいばんとつながって

とが難しく，連続的におり，母親からへその緒を通して養分などを受け取っている。

成長していくことをと・生まれた子は，しばらく母親の乳を飲んで育つ。
らえにくいので，魚の

卵の成長と関係付けな考察 ・受精卵が母体内で少しずつ成長して体ができていく。

がらとらえるようにす・母体内でへその緒を通して養分をもらって成長する。
る。

・卵と精子が受精に至る

過程については取り扱身に付けさ 人は，母体内で成長して生まれる。

わないものとする。せたい内容 （用語） 胎児，子宮，へその緒，たいばん，羊水

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア「受精卵の中には，メダカのミニチュアが入っていて，それが卵の栄養を食べながら大きくなる 」。

→ 受精卵の初期には，メダカらしい体はできておらず，日が経つにつれて，メダカの器官や形が作られている。栄

養は，卵と一体となって与えられ，食べてはいない。

イ「メダカは水草につく藻などを食べている 」。

→ 卵から出たばかりの子メダカは，しばらくの間ふくらんだ腹の中にある養分を使って育つ。その後，水中の微生

物を食べて生活している。

ウ「赤ちゃんはお母さんのおなかの中で育つ （おなかのどこで育つかわかっていない 」。 。）

→ 胎児はへその緒で母体の胎盤と子宮内でつながっている。そしてへその緒を通じて，栄養分・酸素・二酸化炭素

・不要物など様々な物質のやりとりをしている。
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第５学年 Ｂ(３)流水の働き

学習指導要領 内容

地面を流れる水や川の様子を観察し，流れる水の速さや量による働きの違いを調べ，流れる水

の働きと土地の変化の関係についての考えをもつことができるようにする。

ア 流れる水には，土地を浸食したり，石や土などを運搬したり堆積させたりする働きがあるこ

と。

イ 川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形に違いがあること。

ウ 雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量が変わり，増水により土地の様子が大きく変

わる場合があること。

１ 単元構造図（例）

＜地球の内部・表面＞

＜土地の様子，変化＞ ＜流水の働き＞

ア 雨水が地面を流れる様子

雨上がりの地面の様子 流れる水の働き

浸食・運搬・堆積

川の様子

イ 川原の石の大きさ・形

（川の上流・下流の観察）

川の形，流れの速さ，量 流れる水の働きによる

（川を全体として捉えて） 川の様子の違い

流れる水の働きによる

土地の変化

ウ

自然災害，防災 流れる水の力の大きさ

小６ 土地のつくりと変化 土地の構成物と地層の広がり《 》「 」

地層の広がり

地層のでき方と化石

火山の噴火や地震による土地の変化

＜単元構造図＞の解説

本単元は，地面を流れる水や川の働きについて興味・関心をもって追究する活動を通して，流水

の働きと土地の変化の関係について条件を制御して調べる能力を育てるとともに，それらについて

の理解を図り，流水の働きと土地の変化の関係についての見方や考え方をもつことができるように

することがねらいである。このことを踏まえ，＜土地の様子，変化＞と＜流水の働き＞の二つの視

点で単元の構造を整理した。

＜土地の様子，変化＞については，石や川の形など静的な状態の観察と，土地の変化など動的な

， 。 ， ， ， ，状態の観察に 分けて捉えることができる ア イ ウについては 観察する対象が校庭から川原

川全体，地域へと，視点の広がりと捉えることができる。それらがすべて＜流水の働き＞によるも

のであることに関連付けることが大切である。そうすることで，身近な地域の河川や地形に対して

も，過去の流水の働きによってできたものではないかという見方，考え方の広がりや深まりが期待

できる。
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２ 主な学習内容

ア 流れる水の働き（侵食・運搬・堆積）

雨上がりの校庭にできる筋模様は何だろう課題 例（ ）

観察 ＜観察＞雨上がりの地面の様子 ＜観察＞雨水が地面を流れてい

を観察しよう く様子を観察しよう

結果 ・筋模様のあるところは，土の ・水の流れが土を削っている。

粒が小さい。小石や砂が少な 砂や泥を運んでいる。

い。 ・削られたり運ばれたりした砂

・筋模様のあるところは，他の や泥は，低いところにたまっ

ところよりも低い。 ている。
・野外での直接観察のほ

か，適宜，人工の流れ実験 ＜実験＞人工の川の流れをつくって確かめよう

をつくったモデル実験結果 ・水の流れが土を削っている。砂や泥を運んでいる。

を取り入れて，流れる・削られたり運ばれたりした砂や泥は 低いところにたまっている， 。
水の働きについての理

解の充実を図ることが考察 流れる水には，地面を侵食したり，石や土，砂，泥などを運搬し

考えられる。たり堆積させたりする働きがある。

流れる水には，土地を侵食したり，石や土などを運搬したり堆積身に付けさ

させたりする働きがある。せたい内容

（用語） 石，砂，泥，侵食，運搬，堆積

イ 川の上流・下流と川原の石

・川の現地学習に当たっ課題 例（ ） 川の上流・下流の違いは何だろう
ては，気象情報に注意

するとともに，事故防観察･調査 ＜観察＞（地域の）川の上流・ ＜調査＞川の上流・下流の様子

止に配慮するように指下流の様子の違いを観察し の違いを，写真や資料で調べ

導する。よう よう。

結果 ・上流には大きな角張った石が見られ，下流には小さな丸みのある

・上流から下流まで，川石が見られる。

を全体としてとらえる・上流では，侵食の働きがよく見られ，下流では堆積の働きがよく

ようにする。見られる。

考察 ・上流と下流の石の大きさや形には違いがある。

・奇石博物館など博物館・流れる水の働きの違いによって川の様子が違ってくる。
や科学学習センターと

の連携，協力が考えら

れる。身に付けさ 川の上流と下流によって，川原の石の大きさや形，川の様子に違

いがある。せたい内容

（用語） 上流，下流

発展 例 ＜実験＞川原の石が丸くなることのモデル実験（ ）

フラワーアレンジメント用吸水スポンジなどのやわらかい固形

材料をサイコロ状に切ったものを数個用意し，水の入ったビンの

中で振ると，角がとれて丸くなっていく。

川原で観察した石の大きさや形と比較して，石が丸くなった理

由について考える。

＜調査＞身近な川を水源までたどろう

， ，身近な川を地図上で確認し その川筋や地形について調べたり

石の大きさや形と場所の関係について調べたりする。
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ウ 雨の降り方と増水

・生活との関連として，課題 例（ ） 降った雨の量と川の様子にはどのような関係があるだろうか
長雨や集中豪雨がもた

らす川の増水による自実験 ＜実験＞人工の流れをつくり，流れる水の速さや量を変え，地面の

然災害などを取り上げ変化の様子を調べよう

ることが考えられる。結果 ・水の流れは，地面を大きく侵食したり，石や土を多量に運搬した

・観察，実験の結果と実り堆積させたりしている。
際の川の様子を関係付

けてとらえたり，長雨観察 ＜観察＞雨が短時間に多量に降ったり，長時間降り続いたりしたと

や集中豪雨により増水きの雨水の流れや川の流れの様子を観察しよう

した川の様子をとらえ結果 ・水の速さや量が増している。

たりするために，コン・水の流れは，地面を大きく侵食したり，石や土を多量に運搬した

ピュータシミュレーシり堆積させたりしている。
ョンや映像，図書など

の資料を活用すること考察 ・降った雨や川の流れは，土地の様子を大きく変化させている。

が考えられる。・流れる水の力の大きさは，想像以上に大きい。
・川の現地学習に当たっ

ては，気象情報に注意

するとともに，事故防身に付けさ 雨の降り方によって，流れる水の速さや水の量が変わり，増水に

止に配慮するように指せたい内容 より土地の様子が大きく変化する場合がある。
導する。

・環境教育との関連で，

河川や地形などの自然発展(例) ＜調査＞県内の河川（狩野川，富士川，安倍川，大井川，天竜川な

環境，災害や災害対策ど）の歴史や自然環境，主な災害と災害対策などを調べよう

などの地域の特性を生・地域で起きた，川を流れる水による災害

かした学習の充実を図・川を流れる水によって起こる災害を防ぐための工夫 など
る。

・奇石博物館，土木事務

所などの博物館や科学

学習センターとの連携

協力が考えられる。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア「水の流れにそんな大きな力はない 」。

→ 水の流れは，速さや量が大きくなると，小さな石や砂だけでなく，大きな石を動かしたり，土地の形を変えたり

するほどの強大な力をもつ。

イ「上流の大きな石は，砕けたり削られたりしながら少しずつ小さくなって，下流の小さな石となり，さらに河口付近で

砂になっていった 」。

→ 上流で砕けたり，削られたりした石や砂，泥のほとんどは，その大きさによって運ばれる場所が決まり，そこへ

運ばれる間に角や表面が削られる。その距離や時間，そこにとどまる時間などによって角や表面の削られ方に違い

がでる。

ウ「川は今までもこれからもずっと同じところを流れている 」。

→ 現在の川は，ダムや堤防などの治水事業により今の位置を流れている。しかし，それ以前は，大雨や洪水などに

より氾濫して，川の位置が変わることが多かった。現在の小さな川は，ある時期大きな川が流れていたなごりであ

ることが多い。

「川の流れはある場所からわき出した水によってつくられている 」。

→ 川を流れる水は，雨水が山の斜面を下ったり，一旦地中にしみ込んだものが再び現れたりしたもので，もともと

はほとんどが雨水である。わき水も長い年月ののち現れた雨水や雪解け水である。
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第５学年 Ｂ(４)天気の変化

学習指導要領 内容

１日の雲の様子を観測したり，映像などの情報を活用したりして，雲の動きなどを調べ，天気

の変化の仕方についての考えをもつことができるようにする。

ア 雲の量や動きは，天気の変化と関係があること。

イ 天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できること。

１ 単元構造図（例）

《小４》

天気の様子

＜地球の表面＞

＜空（雲）の様子＞ ＜天気の変化の規則性，予想＞

ア 雲の量や動き 天気の変化

乱層雲と雨 など

イ 数日間の天気の様子 天気の変化の規則性

気象情報 西から東へ変化していく

テレビ，新聞，

インターネット 台風と天気の変化

自然災害

《中２》

気象観測 天気の変化

日本の気象

《中３》

自然の恵みと災害

＜単元構造図＞の解説

本単元は，天気の変化について興味・関心をもって追究する活動を通して，気象情報を生活に活

用する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，天気の変化についての見方や考え方

をもつことができるようにすることがねらいである。このことを踏まえ，＜空（雲）の様子＞と＜

天気の変化の規則性，予想＞の二つの視点で単元の構造を整理した。

アでは，空（雲）の様子と天気の規則性を見いだしていく。イでは，テレビや新聞，インターネ

ットなどの気象情報から，天気の変化の規則性を見いだしていく。その中で，動く予想が難しい台

風などの例外も見付けだし，生活との関わりについても考えを深めさせていく。
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２ 主な学習内容

ア 雲と天気の変化

・身近な自然現象としての課題 例（ ） 雲と天気にはどのような関係があるだろうか
，雲を観察することにより

気象現象に興味・関心を観察 ＜観察＞１日の雲の量や動きを ＜観察＞雲の量や動きと天気の

もたせるようにする。記録しよう 関係を調べよう

・雲の形や量，動きの多様結果 ・小さかったり，大きなかたま ・厚い雲がくると雨になること

さに触れる。りだったり，いろいろな形の が多い。

・雨に関係する雲として，雲がある。 ・乱層雲が広がると雨になるこ

例えば，乱層雲などを扱・白い雲や黒っぽい雲，薄い雲 とが多い。

うことが考えられる。や厚い雲がある。

・雲を野外で観察する際に・雲は，西から東へ動いている

は，気象情報に注意する（ことが多い 。）
とともに，事故防止に配

慮するように指導する。調査 ＜調査＞気象衛星からの情報と比較しよう

結果 ・雲は西から東へ移動していることが多い。

・雲は渦を巻いていることが多い。

考察 ・雲には様々なものがあり，雨を降らせる雲がある。

・天気の変化は雲の種類や量，動きと関係している。

雲の量や動きは，天気の変化と関係がある。身に付けさ

（用語） 晴れ，くもり，雨，雲せたい内容

発展 例 ＜観察＞いろいろな雲を観察しよう（ ）

雲の種類を調べ，実際に雲を観察，記録する。その中で，雲の

特徴と天気の変化との関係を推論する。

＜調査＞雲の動きを動画にまとめよう

雲のある空を，定点から一定の間隔で，デジタルカメラで撮影

し，コンピュータを使って動画に編集する。雲の動きを短時間で

観察することができると同時に，平面的ではなく空間的な動きを

容易に捉えることができる。

イ 天気の変化の予想

・台風の進路による天気の課題 例（ ） 気象予報士になろう
変化や台風と降雨との関

係についても触れる。調査 ＜調査＞テレビや新聞，インターネットを活用し，数日間の天気の

・テレビや新聞，インター様子を調べよう

ネットから得られる気象結果 ・天気はおよそ西から東へ変化している。

情報を活用し，天気を予・台風は，多くは南西から北東に移動していくが，そうでないもの

想できるようにする。もある。
・生活との関連としては，

長雨や集中豪雨，台風な考察 ・天気はおよそ西から東へ変化していくという規則性がある。

どの気象情報から，自然・台風の進路についてはこの規則性が当てはまらない。

災害を取り上げることが・台風がもたらす降雨は短時間に多量になる。
考えられる。

天気の変化は，映像などの気象情報を用いて予想できる。身に付けさ

（用語） 気温，台風せたい内容
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発展 例 ＜調査＞天気のことわざを調べよう（ ）

その地方に伝わる天気のことわざ（観天望気）を，家族や地域

の人に聞いたり，資料を使って調べたりする。

＜調査＞季節や地方による天気の特徴を調べよう

季節ごとの天気の特徴や，日本の様々な地域の天気の特徴を，

資料を使って調べる。特に，静岡県や静岡県内各地の天気の特徴

について，資料だけでなく，観察記録と併せてまとめる。

＜調査＞台風の進路や自然災害について調べよう

台風が日本に近付く時期にあわせ，その台風の進路や自然災害

を，新聞やインターネットを使って調べ，まとめる。また，かつ

て静岡県に被害をもたらした台風について，その被害や進路につ

いて調べ，まとめる。

子どもが抱いていることの多いイメージや素朴な概念（例）

ア 雲の動きを観察したとき，平面的な動きは理解できるが，空間的な動きを捉えにくい。

イ「台風は，中心から外に向かって強い風を吹き出している 」。

→ 台風は，強い低気圧で，周囲から中心に向かって反時計回りに強い風が吹いている。


